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ए年女性のྫྷえ঱における関࿈Ҽ子のݕ౼とクロレϥઁऔの効果

ʲ͸͡Ίʹʳ

　ྫྷえ঱は、女性に多くΈΒれる手଍຤ধのྫྷえ感
として一ൠతに஌Βれており、女性を対৅に行われ
た大ن໛な実ଶ調査では൒਺Ҏ上がྫྷえ感を自֮し
ていることが໌Βかになっている̍）。その定ٛは

ʮ௨ৗはۤ௧を感じないఔ度のԹ度ڥ؀下において
あるいはશ਎తにҟৗ、ࢶഎ෦、手଍຤ধ、྆下ࠊ
なྫྷפ感を断ଓతまたは持ଓతに自֮し、このҟৗ
感にۤ௧を感じ、社会త・৬業తまたは೔ৗ生活に
支োをきたすものʯ２）など多くの研究者によってݕ
౼されているが、ྫྷえ঱は੢༸ҩ学の中で࣬ױとし
ての定ٛが֬定していないためෆ定यૌとしてऔり
ѻわれることが多い。理༝としては、ྫྷえ঱が女性

ϗルϞンのӨڹによるަ感神ܦのҟৗ、݂ྲྀྔ௿下、
精神ػ能ෆ調などがෳࡶにབྷΈ߹͏ため原Ҽが໌Β
かになり೉いことがߟえΒれる。
　これまでྫྷえ঱はळやౙなどؾԹの௿下する時ظ
に限定された໰୊であったが、ۙ年はՈఉや৬場を
ؚめたຆどの生活の場にྫྷ๪が׬備されているため
年間を௨して೔ৗ生活を્֐しており、また発঱年
ྸについてはดܦに൐͏ϗルϞンバϥンスのม調に
よりߋ年ظ女性を中৺にग़ݱするものとߟえΒれて
いたが、ए年女性にもૌえが多く年ྸに関係のない
生֔の健康໰୊となっている３）４）。このためༀࡎに
よる治療ではए年かΒߋ年ظまで長ظに౉る෰用と
なり෭࡞用のӨڹがةዧされる。しかし、ۙ年は長
औによるମ質վળを໨తとした健康ิॿ食品がઁظ

ए೥ঁੑͷྫྷ͑঱ʹお͚Δؔ࿈Ҽࢠͷݕ౼ͱΫϩϨϥઁऔͷޮՌ

Ԭ田　༟ོ̍・๛૿　ޭ࣍２

ʲཁ　ࢫʳ

　ྫྷえ঱はߋ年ظ女性だけでなくए年女性の೔ৗ生活も્֐していることが஌Βれている。しかし、
その原Ҽやපଶはいまだにະ解໌であることが多い。また、これまでྫྷえ঱はؾԹが௿下する時ظ
にݟΒれる঱状であったが、ۙ࠷ではຆどの生活の場にྫྷ๪が׬備されているため年間を௨して೔
ৗ生活を્֐しており、発঱年ྸについてもए年女性に঱状のૌえが多いことかΒ年ྸに関係なく
生֔に౉る健康໰୊となっている。このことはༀ෺治療を用いた場߹にए年かΒߋ年ظにかけての
長ظ෰用に൐͏෭࡞用もةዧされる。そこでզ々はए年女性のᶃྫྷえ঱のఔ度と生理学ࢦඪの関係、
ᶄྫྷえ঱の関࿈Ҽ子、ߋにᶅクロレϥを用いたྫྷえ঱への効果をݕ౼することを໨తとした。
　ྫྷえ঱の女子大生1�໊をྫྷえ質໰ࢴの఺਺によってܰ度ྫྷえ܈と重度ྫྷえ܈に෼ྨし、生理学త
ඪにおける૬関෼ੳ、クロレϥのࢦした。またྫྷえのఔ度と生理学తࢪ間ൺֱを実܈ඪについてࢦ
効果については生理学తࢦඪをઁऔલ後でൺֱした。その結果、ྫྷえ঱はए年女性においてもग़ݱ
する໰୊であることが理解でき、ए年女性は #.* などがඪ準஋であるためྫྷえ঱があることをମ
型తなಛ௃かΒ൑ผすることは೉しいとߟえΒれた。またྫྷえ঱状が重度であるఔ #.*、#'1、
#.3 の஋が௿い޲܏にあること、さΒにそれに関࿈して 5�$IP、(6- をؚめ 8#$ がྫྷえ঱状を
えた。クロレϥの効果についてはମ重と࢕ඪとなるՄ能性がࢦす΂きྀߟする上で౼ݕ #.*、
#'1、#.3 が෰用લ後で௿い޲܏にあり、クロレϥによるফԽثへのӨڹが食ཉなどをߴめମ重
や #.* などの૿Ճにܨがったとਪଌされた。
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ண໨されており、その中でクロレϥは҆શ性もߴ
く̑）女子大学生を対৅としたফԽث঱状のվળに効
果がݟΒれている̒）。そこでզ々は多くのए年女性
がྫྷえ঱により೔々の生活に໰୊が生じていること
やその原Ҽやපଶについてະだにෆ໌֬なことにண
໨し、ए年女性のᶃྫྷえ঱のఔ度と生理学ࢦඪの関
係、ᶄྫྷえ঱の関࿈Ҽ子、ߋにᶅクロレϥを用いた
ྫྷえ঱への効果をݕ౼することを໨తとした。

ʲର৅ʳ

　対৅は೚ҙで参Ճしたྫྷえを感じている女子大学
生であった。その中かΒ本研究にӨڹをٴ΅す࣬ױ
にጶױしている者、ༀや健康食品のৗ用がある者を
আ֎し、࠷ऴతに1�໊が被ݧ者となった。また被ݧ
者へ実ݧのෆ参Ճや中断によるෆརӹが生じないこ
とや研究内容についてे෼な説໌を行い文ॻによる
ಉҙを得た。ݸਓ情報保護については研究の実ࢪか
Βその報告までのશ行ఔでݸਓがಛ定ग़来ないよ͏
デーλのऔりѻいにはे෼にཹҙした。本研究の実
ถ大学御Ҫཹٱ者が所ଐするݧલに被ࣄにあたりࢪ
学ࣷྙ理委員会（ঝ認൪߸1�3）においてঝ認をड
けるとڞにϔルシンΩએݴを९कした。
　རӹ૬൓について本研究に࢖用したクロレϥはク
ロレϥ工業ࣜג会社よりఏڙをडけたが、それҎ֎
に։ࣔす΂き内容はなかった。

ʲํ๏ʳ

̍ɽ実ܭࢪ画
　被ݧ者に実ݧ։࢝時と̒ि間のクロレϥઁऔ後に
ྫྷえ঱の質໰ࢴ（Ҏ下、ྫྷえ質໰ࢴ）への回౴とݕ

査・ଌ定を実ࢪした（'JHVSF�1）。実ݧの時ظは1�
月ॳ०かΒ11月中०の間において行われた。ݕ査・
ଌ定߲໨は਎ମܭଌ、݂ѹ、৺ഥ਺、ମࢷ๱཰（Ҏ
下、#'1āCPEZ�GBU�QFSDFOUBHF）、ૅج代ँྔ（Ҏ下、
#.3āCBTBM�NFUBCPMJD�SBUF）、Ϙディマスࢦ਺（Ҏ
下、#.*āCPEZ�NBTT� JOEFY）、自཯神ػܦ能ݕ査、
݂ӷ生Խ学ݕ査、ྫྷਫෛՙݧࢼであった。またશて
のݕ査・ଌ定߲໨は、ࣨԹ22ʙ2�ˆ、࣪度�2� に
؅理された実ࣨݧでಉ೔に࿈ଓして実ࢪされ、クロ
レϥ෰用લ後の実ࢪ時間はಉじ時間ଳ（ޕલ�ā��ʙ
後12ā��）になるよ͏に഑ྀした。クロレϥ（クޕ
ロレϥ工業ࣜג会社੡クロレϥ・ϒルΨリス・νク
ΰג）は、��2H のৣࡎにܗ成されたものを用いた。
成෼෼ੳについてはクロレϥ工業ࣜג会社へґཔし
た（5BCMF�1）。ઁऔྔはए年女性にクロレϥを用い
た研究を参ߟに̍೔3�ཻ（̒ܭH）のクロレϥを̒
ि間ઁऔした̒）。ݕ査・ଌ定のશաఔにおいてҩ師
が؂ಜし、݂࠾は看護師により実ࢪされた。
　ᶃྫྷえ঱のఔ度と生理学ࢦඪの関係を調΂るため
ྫྷえのఔ度（ྫྷえ質໰ࢴの得఺）かΒܰ度ྫྷえ܈、
重度ྫྷえ܈として2܈に෼ྨし、各ݕ査߲໨の܈間
ൺֱを行った。෼ྨのج準は竹内Βがྫྷえ得఺の結
果かΒʮྫྷえ঱でないʻ2�఺ʯ、ʮ2�఺ʻܰ度ྫྷえ঱
ʻ3�఺ʯ、ʮ3�఺ʻ中౳度ྫྷえ঱ʻ��఺ʯʮ重度ྫྷえ
঱ʻ��఺ʯと４෼ྨしており、今回は被ݧ者਺がগ
ないことかΒ3�఺Ҏ下をʮܰ度ྫྷえ܈ʯ、31఺Ҏ上
をʮ重度ྫྷえ܈ʯの２෼ྨとした̓）。ᶄྫྷえ঱の関
࿈Ҽ子についてはશ被ݧ者におけるクロレϥઁऔલ
とઁऔ後のྫྷえ質໰ࢴの఺਺と各ଌ定஋の૬関のڧ
さを෼ੳした。ᶅクロレϥによるྫྷえ঱への効果は
クロレϥઁऔલ後における各ଌ定஋のൺֱを行った。

'JHVSF �ɽ&YQFSJNFOUBM UJNF MJOF
#.*āCPEZ NBTT JOEFY
 #'1āCPEZ GBU QFSDFOUBHF
 #.3āCBTFM NFUBCPMJD SBUF
 "1āBDDFMFSBUFE QMFUIZTNPHSBQIZ

が見られている 6)。そこでᡃࠎは多くのⱝ年ዪ性が

෭え症により日ࠎの生άに問㢟が生ࡌていることや

その原ᅉや病ែについてᮍだに不᫂確なことに着目

し、ⱝ年ዪ性のձ෭え症の程度と生理学指標の㛵ಀ、

ղ෭え症の㛵㐃ᅉᏊ、᭦にճクロࣞࣛを用いた෭え

症への効果を᳨ウすることを目的とした。 

 

䛆ᑐ㇟䛇 

 

 対㇟は௵意で参加した෭えを感ࡌているዪᏊ大学

生であった。その中からᮏ◊✲にᙳ㡪を及ࡰす⑌ᝈ

に⨯ᝈしている者、⸆や健康㣗品の常用がある者を

㝖外し、᭱ 終的に 19名が⿕験者となった。また⿕験

者へ実験の不参加や中᩿による不฼┈が生ࡌないこ

とや◊✲内容について༑分なㄝ᫂を行いᩥ書による

同意を得た。個人情報保護については◊✲の実施か

らその報࿌までの඲行程で個人が≉ᐃ出᮶ないよう

データの取りᢅいには༑分に␃意した。ᮏ◊✲の実

施にあたり஦前に⿕験者がᡤᒓするஂ␃⡿大学ᚚ஭

学⯋倫理ጤ員఍㸦ᢎㄆ␒ྕ 163㸧においてᢎㄆを受

けるとඹに࣊ルシン࢟ᐉ言を㑂Ᏺした。       

 ฼┈┦反についてᮏ◊✲に使用したクロࣞࣛはク

ロࣞࣛᕤᴗᰴᘧ఍♫よりᥦ౪を受けたが、それ以外

に開♧す࡭き内容はなかった。 

 

䛆᪉ἲ䛇 

 

1．実施計画 

⿕験者に実験開ጞ時と 6 㐌間のクロࣞࣛᦤ取後に

෭え症の㉁問紙㸦以ୗ、෭え㉁問紙㸧へのᅇ⟅と᳨

査・測ᐃを実施した㸦Figure 1㸧。実験の時期は 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

᭶初᪪から 11᭶中᪪の間において行ࢃれた。᳨ 査・

測ᐃ項目は㌟య計測、⾑ᅽ、心拍ᩘ、య⬡⫫⋡(以ୗ、

BFP: body fat percentage㸧、ᇶ♏௦ㅰ㔞㸦以ୗ、BMR: 

basal metabolic rate㸧、࣎ ディマス指ᩘ (以ୗ、BMI: 

body mass index)、⮬ᚊ⚄経ᶵ能᳨査、⾑ᾮ生໬学

᳨査、෭Ỉ㈇Ⲵヨ験であった。また඲ての᳨査・測

ᐃ項目は、室  22ࠥ26Υ、‵度 72%に⟶理された実

験室で同日に㐃⥆して実施され、クロࣞࣛ᭹用前後

の実施時間は同ࡌ時間ᖏ㸦༗前 9:00ࠥ༗後 12:00㸧

になるように配慮した。クロࣞࣛ㸦クロࣞࣛᕤᴗᰴ

ᘧ఍♫〇クロࣞࣛ・ࣈル࢞ࣜス・チクࢦᰴ㸧は、0.2g

の㘄๣に形ᡂされたものを用いた。ᡂ分分ᯒについ

てはクロࣞࣛᕤᴗᰴᘧ఍♫へ౫㢗した㸦Table 1㸧。

ᦤ取㔞はⱝ年ዪ性にクロࣞࣛを用いた◊✲を参考に

1 日 30⢏㸦計 6g㸧のクロࣞࣛを 6㐌間ᦤ取した 6)。

᳨査・測ᐃの඲過程において་ᖌが┘╩し、᥇⾑は

看護ᖌにより実施された。 

 ձ෭え症の程度と生理学指標の㛵ಀをㄪ࡭るため

෭えの程度㸦෭え㉁問紙の得点㸧から㍍度෭え⩌、

㔜度෭え⩌として 2 ⩌に分㢮し、各᳨査項目の⩌間

比較を行った。分㢮のᇶ準は➉内らが෭え得点の結

果から「෭え症でない㸺20点」、「20点㸺㍍度෭え症

㸺30点」、「30点㸺中等度෭え症㸺40点」「㔜度෭え

症㸺40点」と 4分㢮しており、௒ᅇは⿕験者ᩘがᑡ

ないことから 30点以ୗを「㍍度෭え⩌」、31点以上

を「㔜度෭え⩌」の 2 分㢮とした 7)。ղ෭え症の㛵

㐃ᅉᏊについては඲⿕験者におけるクロࣞࣛᦤ取前

とᦤ取後の෭え㉁問紙の点ᩘと各測ᐃ್の┦㛵のᙉ

さを分ᯒした。ճクロࣞࣛによる෭え症への効果は

クロࣞࣛᦤ取前後における各測ᐃ್の比較を行なっ

た。 
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ए年女性のྫྷえ঱における関࿈Ҽ子のݕ౼とクロレϥઁऔの効果

２ɽݕ査・ଌ定߲໨
̍）ྫྷえ質໰ࢴ
　ྫྷえ঱のධՁは、ଥ౰性、৴པ性ともにূݕされ
た竹内Βによる質໰̓ࢴ）を用いた。ʮスースーした
ྫྷえを感じるʯ、ʮͧくͧくしたྫྷえを感じるʯʮクー
ϥーを࢖いたくないʯ、ʮྫྷえ対ࡦで手ାやۺ下を
、で下ணの重ねணをするʯࡦっているʯ、ʮྫྷえ対࢖

ʮඈ行ػ（ྻं・長ڑ཭バス）の࠲੮でྫྷえを感じ
るʯ、ʮ৸るときはిؾໟ෍、あんか、౬たんΆなど
がܽかͤないʯ、ʮஆ๪ث۩（ͻ͟かけもؚむ）がܽ
かͤないʯ、ʮࢲはॵがりだʯ、ʮࢲはפさにऑいʯの
1�߲໨の質໰をʮશくそ͏ではない（̍఺）ʯかΒ

ʮ非ৗにその௨りである（̑఺）ʯの̑段֊で実ࢪした。
２）਎ମܭଌ、݂ѹ、৺ഥ਺、#'1、#.3、#.*
　਎長は一ൠతアナロάλイϓの਎長ܭを用い、ମ
重、#'1、#.3、#.* は、૊成ܭ（λχλ社੡
デュアルप೾਺ମ૊成�32$%�ܭ�）を用いてܭଌし
た。݂ѹと৺ഥ਺は、自動݂ѹܭ（ΦϜロン社੡自

動݂ѹ )#1���21）を用いてܭଌした。
３）݂ӷ生Խ学ݕ査
　݂ӷ生Խ学ݕ査は総୿ന（Ҏ下、51）、総コレス
テロール（Ҏ下、5�$IP）、中性ࢷ๱（Ҏ下、5(）、
アミϥーθ（Ҏ下、".:）、アルϒミン（Ҏ下、
"MC）、άルコース（Ҏ下、(6-）、ന݂球਺（Ҏ下、
8#$）、݂৭ૉ਺（Ҏ下、)C）、݂খ൘਺（Ҏ下、
1-5）をଌ定した。ଌ定はエスアールエルࣜג会社

（౦ژ ŋ ೔本）にґཔした。
４）自཯神ػܦ能ݕ査
　 自 ཯ 神 ܦ ػ 能 ݕ 査 は Ճ ଎ 度 ຺ ೾（ Ҏ 下、
"1ā"DDFMFSBUFE�QMFUIZTNPHSBQIZ）をՃ଎度຺೾
ଌ定システϜ（ϢϝディΧ社੡アルテοト・ιϑト
̘λイϓ）によりܭଌした。"1 かΒ৺ഥม動係਺

（Ҏ下、$7BB�）と৺ഥม動प೾਺解ੳの௿प೾ྖ
Ҭとߴप೾ྖҬのύϫーൺ（Ҏ下、-'�)'）をධ
Ձした。ߴ田Βの研究を参ߟに৺ഥม動प೾਺解ੳ
については .&. 法による結果を࠾用し、$7BB�
は自཯神ܦの活動性のࢦඪ、-'�)' は自཯神ܦ活
動のバϥンスのࢦඪとした̔）。
̑）ྫྷਫෛՙݧࢼ
　αーϞάϥϑィー（೔本ޫి੡インϑϥアイ
3���）によるൽෘද໘Թ度ଌ定は、1�ˆのྫྷਫにࠨ
ӈの手関અ上෦ 	 ᒷܪࠎ状ಥىの位ஔ）までを̍෼
間ਁਫすることでෛՙを༩え、ྫྷਫの෇ணがないよ
͏にしっかりとλΦルで১きऔったのͪに実ࢪした。
ෛՙલと、ᶄෛՙ௚後�ᶅෛՙ後３෼の時఺でશࢦ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．᳨査・測ᐃ項目 

1㸧෭え㉁問紙 

෭え症の評価は、ጇ当性、ಙ㢗性ともに᳨ドされ

た➉内らによる㉁問紙 7)を用いた。「スースーした෭

えを感ࡌる」、「ࡒくࡒくした෭えを感ࡌる」「クーࣛ

ーを使いたくない」、「෭え対策で手袋や㠐ୗを使っ

ている」、「෭え対策でୗ着の㔜ࡡ着をする」、「㣕行

㸦ƫิ㌴・長㊥㞳バス㸧のᗙᖍで෭えを感ࡌる」、「ᐷ

るときは㟁気ẟ布、あࢇか、ࡏかḞがどなࡱࢇた‮

ない」、「ᬮᡣჾ具㸦ひࡊかけも含む㸧がḞかࡏない」、

「⚾はᬬがりだ」、「⚾はᐮさにᙅい」の 10項目の㉁

問を「඲くそうではない(1 点)」から「㠀常にその

通りである(5点)」の 5ẁ㝵で実施した。 

2㸧㌟య計測、⾑ᅽ、心拍ᩘ、BFP、BMR、BMI 

㌟長は一⯡的アナロࢢタイプの㌟長計を用い、య㔜、

BFP、BMR、BMIは、⤌ᡂ計(タࢽタ♫〇デࣗアル周Ἴ

ᩘయ⤌ᡂ計 DC-320)を用いて計測した。⾑ᅽと心拍

ᩘは、⮬ື⾑ᅽ計(࢜ムロン♫〇⮬ື⾑ᅽ HBP-9021)

を用いて計測した。 

3㸧⾑ᾮ生໬学᳨査 

⾑ᾮ生໬学᳨査は⥲⺮ⓑ(以ୗ、TP) 、⥲コࣞステ

ロール(以ୗ、T-Cho) 、中性⬡⫫(以ୗ、TG) 、ア࣑

ࣛーࢮ(以ୗ、AMY) 、アル࣑ࣈン(以ୗ、Alb) 、ࢢ

ルコース(以ୗ、GUL) 、ⓑ⾑⌫ᩘ㸦以ୗ、WBC㸧、⾑

Ⰽ⣲ᩘ㸦以ୗ、Hb㸧 、⾑ᑠᯈᩘ(以ୗ、PLT㸧を測ᐃ

した。測ᐃは࢚スアール࢚ルᰴᘧ఍♫(ᮾி㺃日ᮏ)

に౫㢗した。 

4㸧⮬ᚊ⚄経ᶵ能᳨査 

⮬ᚊ⚄経ᶵ能᳨査は加㏿度⬦Ἴ㸦以ୗ、AP: 

Accelerated plethysmography㸧を加㏿度⬦Ἴ測ᐃシ

ステム(ࣘメディ࢝♫〇アルテット・ࢯフト C タイ

プ)により計測した。AP から心拍変ືಀᩘ(以ୗ、

CVaa%㸧と心拍変ື周Ἴᩘ解ᯒのప周Ἴ㡿ᇦと㧗周Ἴ

㡿ᇦのパ࣡ー比(以ୗ、LF/HF)を評価した。㧗⏣らの

◊✲を参考に心拍変ື周Ἴᩘ解ᯒについては MEM ἲ

による結果を᥇用し、CVaa%は⮬ᚊ⚄経のάື性の指

標、LF/HF は⮬ᚊ⚄経άືのバࣛンスの指標とした
8)。 
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

຤ধ෦（຤અࠎ中ԝ෦）の平ۉԹ度かΒ、さΒにࠨ
ӈの平ۉԹ度をٻめଌ定஋とした。またଌ定結果か
Β回෮཰ʤ（ᶅෛՙ後３෼ʵᶄෛՙ௚後）ʸ（ᶃෛ
ՙલʵᶄෛՙ௚後）ʷ1��ʥをࢉग़した（'JHVSF�
2ó3）。
３ɽ౷ܭ解ੳ
　෼ੳは౷ܭιϑト 4144（7FS1��*#. 社੡）を用
いた。ྫྷえのఔ度（ྫྷえ質໰ࢴ）かΒ２܈に෼ྨし、
4IBQJSP�8JML 性が認めΒれなかったたن定にて正ݕ
め .BOO�8IJUOFZ 査・ଌ定߲໨にݕ定により各ݕ
おける܈間ൺֱを行った。ྫྷえのఔ度（ྫྷえ質໰
査・ଌ定߲໨との関࿈要Ҽについてはશݕと各（ࢴ
被ݧ者に対し 4QFBSNBO のॱ位૬関係਺を用いて൑
定し、クロレϥのઁऔલ後のൺֱはશ被ݧ者と２܈
のそれͧれに 8JMDPYPO のූ߸෇ॱ位ݕ定を行った。

いͣれも༗ҙਫ準は̑� ະຬとした。またཹҙ఺
として、今回の෼ੳが各デーλに正ن性を認めな
かったことなどかΒ２元഑ஔ෼ࢄ෼ੳを用いたަޓ
処理のたܭされていないこと、さΒに౷ྀߟ用を࡞
め̍܈が1�໊Ҏ上となるよ͏にઃ定したが中断者が
ग़たため被ݧ者਺が࠷ऴతに1�໊でগなかったこと
がڍげΒれる。

ʲ݁Ռʳ

　ද（5BCMF�1ʙ�）については竹内Βの報告̓）を参
。したهをʮIJFʯとදهදޠにྫྷえ঱のӳߟ
1ɽྫྷえ質໰ࢴ（5BCMF�2）
　クロレϥઁऔલの平ۉ఺਺は、શ被ݧ者が31��ʶ
��2、重度ྫྷえ܈が3���ʶ2��、ܰ度ྫྷえ܈が2���ʶ���
でྫྷえ質໰ࢴの結果かΒ２܈に෼ྨしているため２
間に༗ҙなࠩを認めた。またクロレϥઁऔ後もಉ܈
様に༗ҙࠩを認めた。クロレϥઁऔલ後のൺֱでは
શ被ݧ者、重度ྫྷえ܈、ܰ度ྫྷえ܈において༗ҙな
ࠩを認めなかった。
２ɽ被ݧ者ಛ性（5BCMF�3）
　શ被ݧ者の平ۉ年ྸは21�2ࡀであった。また年ྸ、
਎長はܰ度ྫྷえ܈と重度ྫྷえ܈との間に༗ҙࠩは認
めなかった。ମ重はクロレϥઁऔલにおいてશ被ݧ
者が���2ʶ���LH、重度ྫྷえ܈が�1��ʶ���LH、ܰ度ྫྷ
え�1�1܈ʶ���LH で、重度ྫྷえ܈が༗ҙに௿஋であっ
た。#.* はશ被ݧ者が22��ʶ3��LHŋN�2、重度ྫྷえ
ܰ、が2���ʶ2�3LHŋN�2܈ 度ྫྷえ܈が2���ʶ2��LHŋN�2
で重度ྫྷえ܈が༗ҙに௿஋であった。また #'1 と
#.3 もಉ様に重度ྫྷえ܈は༗ҙに௿஋であった。
クロレϥઁऔ後はମ重、#.*、#'1、#.3 が重度
ྫྷえ܈で༗ҙに௿஋であった。
　クロレϥઁऔલ後をൺֱするとશ被ݧ者のମ重と
#.* はۇかであるが༗ҙな૿Ճを認めた。また重
度ྫྷえ܈も #.* と #'1 が༗ҙに૿Ճした。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5㸧෭Ỉ㈇Ⲵヨ験 

フィー㸦日ᮏග㟁〇インフࣛアイ3000㸧ࣛࢢーモࢧ

による⓶⭵⾲㠃 度測ᐃは、10°C の෭Ỉにᕥྑの

手㛵⠇上㒊(ᶨ㦵ⱼ状✺㉳の఩⨨)までを㸯分間ᾐỈ

することで㈇Ⲵを୚え、෭Ỉの௜着がないようにし

っかりとタ࢜ルで拭き取ったのࡕに実施した。㈇Ⲵ

前と、ղ㈇Ⲵ┤後ճ㈇Ⲵ後 3 分の時点で඲指ᮎᲈ㒊

(ᮎ⠇㦵中ኸ㒊)のᖹᆒ 度から、さらにᕥྑのᖹᆒ

 度をồめ測ᐃ್とした。また測ᐃ結果からᅇ᚟⋡

ࠝ(ճ㈇Ⲵ後 3 分Ѹղ㈇Ⲵ┤後)÷(ձ㈇Ⲵ前Ѹղ㈇Ⲵ

┤後) ×100ࠞを⟬出した(Figure 2, 3)。 

3．⤫計解ᯒ 

分ᯒは⤫計ࢯフトSPSS (Ver19.IBM♫〇)を用いた。

෭えの程度㸦෭え㉁問紙㸧から 2⩌に分㢮し、 

 

 

 

 

 

 

 

Shapiro-Wilk᳨ᐃにてṇつ性がㄆめられなかったた

め Mann–Whitney᳨ᐃにより各᳨査・測ᐃ項目におけ

る⩌間比較を行った。෭えの程度㸦෭え㉁問紙㸧と

各᳨査・測ᐃ項目との㛵㐃要ᅉについては඲⿕験者

に対し Spearmanの順఩┦㛵ಀᩘを用いてุᐃし、ク

ロࣞࣛのᦤ取前後の比較は඲⿕験者と㸰⩌のそれࡒ

れに Wilcoxonの➢ྕ௜順఩᳨ᐃを行なった。いࡎれ

も᭷意Ỉ準は 5%ᮍ‶とした。また␃意点として、௒

ᅇの分ᯒが各データにṇつ性をㄆめなかったことな

どから 2 ඖ配⨨分ᩓ分ᯒを用いた஺஫స用を考慮さ

れていないこと、さらに⤫計ฎ理のため㸯⩌が 10名

以上となるようにタᐃしたが中᩿者が出たため⿕験

者ᩘが᭱終的に 19 名でᑡなかったことがᣲࡆられ

る。 

 

䛆⤖ᯝ䛇 

 

 ⾲㸦Table1ࠥ8㸧については➉内らの報࿌ 7)を参考

に෭え症のⱥ語⾲記を「hie」と⾲記した。 

1．෭え㉁問紙㸦Table 2㸧 

クロࣞࣛᦤ取前のᖹᆒ点ᩘは、඲⿕験者が31.5 ±

7.2、㔜度෭え⩌が 36.7±2.7、㍍度෭え⩌が 24.4

±4.8 で෭え㉁問紙の結果から 2 ⩌に分㢮している

ため 2 ⩌間に᭷意な差をㄆめた。またクロࣞࣛᦤ取

後も同様に᭷意差をㄆめた。クロࣞࣛᦤ取前後の比

較では඲⿕験者、㔜度෭え⩌、㍍度෭え⩌において

᭷意な差をㄆめなかった。 

2．⿕験者≉性㸦Table 3㸧 

඲⿕験者のᖹᆒ年㱋は 21.2ṓであった。また年㱋、

㌟長は㍍度෭え⩌と㔜度෭え⩌との間に᭷意差はㄆ

めなかった。య㔜はクロࣞࣛᦤ取前において඲⿕験

者が 55.2±7.5kg、㔜度෭え⩌が 51.0±5.4kg、㍍度

෭え⩌ 61.1±5.9kg で、㔜度෭え⩌が᭷意にప್で

あった。BMIは඲⿕験者が 22.4±3.0kg͌m-2、㔜度෭ 

 

 

 

 

 

 

 

4 
 

'JHVSF �ɽ5IFSNPHSBQIZ JNBHF

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5㸧෭Ỉ㈇Ⲵヨ験 

フィー㸦日ᮏග㟁〇インフࣛアイ3000㸧ࣛࢢーモࢧ

による⓶⭵⾲㠃 度測ᐃは、10°C の෭Ỉにᕥྑの

手㛵⠇上㒊(ᶨ㦵ⱼ状✺㉳の఩⨨)までを㸯分間ᾐỈ

することで㈇Ⲵを୚え、෭Ỉの௜着がないようにし

っかりとタ࢜ルで拭き取ったのࡕに実施した。㈇Ⲵ

前と、ղ㈇Ⲵ┤後ճ㈇Ⲵ後 3 分の時点で඲指ᮎᲈ㒊

(ᮎ⠇㦵中ኸ㒊)のᖹᆒ 度から、さらにᕥྑのᖹᆒ

 度をồめ測ᐃ್とした。また測ᐃ結果からᅇ᚟⋡

ࠝ(ճ㈇Ⲵ後 3 分Ѹղ㈇Ⲵ┤後)÷(ձ㈇Ⲵ前Ѹղ㈇Ⲵ

┤後) ×100ࠞを⟬出した(Figure 2, 3)。 

3．⤫計解ᯒ 

分ᯒは⤫計ࢯフトSPSS (Ver19.IBM♫〇)を用いた。

෭えの程度㸦෭え㉁問紙㸧から 2⩌に分㢮し、 

 

 

 

 

 

 

 

Shapiro-Wilk᳨ᐃにてṇつ性がㄆめられなかったた

め Mann–Whitney᳨ᐃにより各᳨査・測ᐃ項目におけ

る⩌間比較を行った。෭えの程度㸦෭え㉁問紙㸧と

各᳨査・測ᐃ項目との㛵㐃要ᅉについては඲⿕験者

に対し Spearmanの順఩┦㛵ಀᩘを用いてุᐃし、ク

ロࣞࣛのᦤ取前後の比較は඲⿕験者と㸰⩌のそれࡒ

れに Wilcoxonの➢ྕ௜順఩᳨ᐃを行なった。いࡎれ

も᭷意Ỉ準は 5%ᮍ‶とした。また␃意点として、௒

ᅇの分ᯒが各データにṇつ性をㄆめなかったことな

どから 2 ඖ配⨨分ᩓ分ᯒを用いた஺஫స用を考慮さ

れていないこと、さらに⤫計ฎ理のため㸯⩌が 10名

以上となるようにタᐃしたが中᩿者が出たため⿕験

者ᩘが᭱終的に 19 名でᑡなかったことがᣲࡆられ

る。 

 

䛆⤖ᯝ䛇 

 

 ⾲㸦Table1ࠥ8㸧については➉内らの報࿌ 7)を参考

に෭え症のⱥ語⾲記を「hie」と⾲記した。 

1．෭え㉁問紙㸦Table 2㸧 

クロࣞࣛᦤ取前のᖹᆒ点ᩘは、඲⿕験者が31.5 ±

7.2、㔜度෭え⩌が 36.7±2.7、㍍度෭え⩌が 24.4

±4.8 で෭え㉁問紙の結果から 2 ⩌に分㢮している

ため 2 ⩌間に᭷意な差をㄆめた。またクロࣞࣛᦤ取

後も同様に᭷意差をㄆめた。クロࣞࣛᦤ取前後の比

較では඲⿕験者、㔜度෭え⩌、㍍度෭え⩌において

᭷意な差をㄆめなかった。 

2．⿕験者≉性㸦Table 3㸧 

඲⿕験者のᖹᆒ年㱋は 21.2ṓであった。また年㱋、

㌟長は㍍度෭え⩌と㔜度෭え⩌との間に᭷意差はㄆ

めなかった。య㔜はクロࣞࣛᦤ取前において඲⿕験

者が 55.2±7.5kg、㔜度෭え⩌が 51.0±5.4kg、㍍度

෭え⩌ 61.1±5.9kg で、㔜度෭え⩌が᭷意にప್で

あった。BMIは඲⿕験者が 22.4±3.0kg͌m-2、㔜度෭ 

 

 

 

 

 

 

 

4 
 

5BCMF �　$PNQBSJTPO PG )JF 2VFTUJPOOBJSF

p14-23 ronbun-2.indd   17 2022/03/10   18:23:55



─1�─

ए年女性のྫྷえ঱における関࿈Ҽ子のݕ౼とクロレϥઁऔの効果

３ɽ຺ഥと݂ѹ（5BCMF��）
　શ被ݧ者は຺ഥが�1�2ʶ���CQN、収ॖ݂ظѹが
12���ʶ1���NN)H、拡ு݂ظѹが���3ʶ��3NN)H
であった。２܈間をൺֱするとクロレϥઁऔલの຺
ഥ、݂ѹは༗ҙࠩを認めなかったが、クロレϥઁऔ
後の຺ഥは重度ྫྷえ܈が༗ҙに௿஋であった。クロ
レϥઁऔલ後をൺֱすると拡ு݂ظѹが重度ྫྷえ܈
において༗ҙに௿下した。
４ɽ݂ӷ生Խ学ݕ査（5BCMF��）
　クロレϥઁऔલの 5�$IP ஋は、重度ྫྷえ܈が༗
ҙに௿஋であった。また (6- と 8#$ はクロレϥ
ઁऔલ後ڞに重度ྫྷえ܈が༗ҙに௿஋であった。ク
ロレϥઁऔલ後をൺֱするとશ被ݧ者、重度ྫྷえ܈、
ܰ度ྫྷえ܈において༗ҙなࠩを認めなかった。
̑ɽ自཯神ػܦ能（5BCMF��）
　-'�)' はクロレϥઁऔલの重度ྫྷえ܈が༗ҙに
௿஋であった。クロレϥઁऔલ後をൺֱすると
-'�)' が重度ྫྷえ܈で༗ҙに૿Ճし、৺ഥม動係
਺がܰ度ྫྷえ܈で༗ҙに௿下した。

̒ɽ�ྫྷ ਫෛՙݧࢼにおけるαーϞάϥϑィー
　　（5BCMF��）
　回෮཰はクロレϥઁऔ後の重度ྫྷえ܈が༗ҙにߴ
஋であった。クロレϥઁऔલ後をൺֱするとྫྷਫෛ
ՙલがશ被ݧ者と重度ྫྷえ܈、ෛՙ௚後がશ被ݧ者
と２ڞ܈に༗ҙに௿下した。
̓ɽྫྷえ質໰ࢴと各ݕ査߲໨の૬関（5BCMF��）
　શ被ݧ者を対৅にྫྷえ質໰ࢴと各ݕ査߲໨との関
࿈性をݕ౼し、#.*（ઁऔલ S�ô���1�ɼઁऔ後
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Խ 学 ݕ 査 で は 8#$（ ઁ औ લ S�ô�����ɼ ઁ औ 後
S�ô�����）は、クロレϥのઁऔલ後ڞに༗ҙなෛの
૬関関係を認めた。自཯神ػܦ能ධՁにおいて -'�
)'（ઁऔલ S�ô�����）はクロレϥのઁऔલのΈに༗
ҙなෛの૬関関係を認めた。ྫྷਫෛՙݧࢼにおける
αーϞάϥϑィーはクロレϥのઁऔ後にྫྷਫෛՙલ

（ઁऔ後 S�ô����3）だけに༗ҙなෛの૬関関係を認
めた。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

え⩌が 20.7±2.3kg͌m-2、㍍度෭え⩌が 24.6±2.5kg

͌m-2 で㔜度෭え⩌が᭷意にప್であった。また BFP

と BMR も同様に㔜度෭え⩌は᭷意にప್であった。

クロࣞࣛᦤ取後はయ㔜、BMI、BFP、BMR が㔜度෭え

⩌で᭷意にప್であった。 

 クロࣞࣛᦤ取前後を比較すると඲⿕験者のయ㔜と

BMI はഹかであるが᭷意なቑ加をㄆめた。また㔜度

෭え⩌も BMIと BFPが᭷意にቑ加した。 

3．⬦拍と⾑ᅽ㸦Table 4㸧 

඲⿕験者は⬦拍が 81.2±9.4bpm、཰⦰期⾑ᅽが

120.0±16.4mmHg、ᣑᙇ期⾑ᅽが 69.3±9.3mmHgであ

った。2 ⩌間を比較するとクロࣞࣛᦤ取前の⬦拍、

⾑ᅽは᭷意差をㄆめなかったが、クロࣞࣛᦤ取後の

⬦拍は㔜度෭え⩌が᭷意にప್であった。クロࣞࣛ

ᦤ取前後を比較するとᣑᙇ期⾑ᅽが㔜度෭え⩌にお

いて᭷意にపୗした。 

4．⾑ᾮ生໬学᳨査㸦Table 5㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロࣞࣛᦤ取前の T-Cho ್は、㔜度෭え⩌が᭷意

にప್であった。また GULと WBCはクロࣞࣛᦤ取前

後ඹに㔜度෭え⩌が᭷意にప್であった。クロࣞࣛ

ᦤ取前後を比較すると඲⿕験者、㔜度෭え⩌、㍍度

෭え⩌において᭷意な差をㄆめなかった。 

5．⮬ᚊ⚄経ᶵ能㸦Table 6㸧 

LF/HF はクロࣞࣛᦤ取前の㔜度෭え⩌が᭷意にప

್であった。クロࣞࣛᦤ取前後を比較すると LF/HF

が㔜度෭え⩌で᭷意にቑ加し、心拍変ືಀᩘが㍍度

෭え⩌で᭷意にపୗした。 

6．෭Ỉ㈇Ⲵヨ験におけるࢧーモࣛࢢフィー㸦Table 7㸧 

ᅇ᚟⋡はクロࣞࣛᦤ取後の㔜度෭え⩌が᭷意に㧗

್であった。クロࣞࣛᦤ取前後を比較すると෭Ỉ㈇

Ⲵ前が඲⿕験者と㔜度෭え⩌、㈇Ⲵ┤後が඲⿕験者

と 2⩌ඹに᭷意にపୗした。 

7.෭え㉁問紙と各᳨査項目の┦㛵㸦Table 8㸧 

඲⿕験者を対㇟に෭え㉁問紙と各᳨査項目との㛵 
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

ʲ࡯ߟʳ

女性だけでなくए年女ظ年ߋの研究によれ͹ۙ࠷　
性もྫྷえ঱で೰んでいることが໌Βかになっており、
大和Βは女子大学生�2�໊中3�1໊の��ˋがྫྷえ঱を
ૌえ、その中でもྫྷえ঱状によって৸つけない者が
����ˋ存ࡏしていると報告している３）̕）。զ々は女
子大学生を対৅にྫྷえ質໰ࢴを用いて調査を行った
が、クロレϥઁऔલの平ۉ఺਺がશ被ݧ者で��఺中
31��ʶ��2఺、また重度ྫྷえ܈で3���ʶ2��఺となりա
の研究とಉ様にए年女性がྫྷえ঱状を自֮していڈ
ることを֬認した。
　今回の被ݧ者はશ員がྫྷえを感じる女子大生で
あったが、ܰ度ྫྷえ܈が #'1 でܰංຬレϕルで
あったことをআき #.*、#.3 ݧにඪ準஋、શ被ڞ
者と重度ྫྷえ܈が #.*、#'1、#.3 のશてでඪ準

஋であった1�）11）。このことは、աڈのए年女性を対
৅としたྫྷえ঱の研究でも #.* などがඪ準஋であ
ることが多く４）̕）ए年女性がྫྷえ঱であることをମ
型తなಛ௃かΒ൑ผすることは೉しいことをࣔࠦす
る。しかし、２܈間のൺֱにおいて #.*、#'1、
#.3 はクロレϥઁऔલとઁऔ後ڞに重度ྫྷえ܈が
༗ҙに௿஋であったことやྫྷえ質໰ࢴとෛの૬関関
係が認めΒれたことかΒ、ྫྷえ঱状が重度である΄
ど௿஋になることがߟえΒれた。またこの結果は、
多くの研究でए年女性におけるྫྷえ঱者の #.* が
ඪ準஋のൣғで௿஋であったこと３）̕）12ð、成ख़ظ女
性におけるྫྷえ঱者の #'1、#.3 も௿஋であった
こと13）にྨࣅしていた。
　݂ӷ生Խ学ݕ査結果はશ被ݧ者と２܈においてશ
ての߲໨がクロレϥઁऔલ後ともに正ৗൣғであっ
た。２܈間のൺֱにおいてクロレϥઁऔલの 5�$IP、
(6-、8#$、さΒにクロレϥઁऔ後の (6-、

㐃性を᳨ウし、BMI㸦ᦤ取前 r=-0.619, ᦤ取後

r=-0.713㸧、BFP(ᦤ取前 r=-0.687, ᦤ取後 r=-0.730㸧、

BMR㸦ᦤ取前 r=-0.513, ᦤ取後 r=-0.595㸧、⾑ᾮ生໬

学᳨査では WBC(ᦤ取前 r=-0.805,ᦤ取後 r=-0.685㸧

は、クロࣞࣛのᦤ取前後ඹに᭷意な㈇の┦㛵㛵ಀを

ㄆめた。⮬ᚊ⚄経ᶵ能評価において LF/HF㸦ᦤ取前

r=-0.650㸧はクロࣞࣛのᦤ取前のࡳに᭷意な㈇の┦

㛵㛵ಀをㄆめた。෭Ỉ㈇Ⲵヨ験におけるࢧーモࣛࢢ

フィーはクロࣞࣛのᦤ取後に෭Ỉ㈇Ⲵ前㸦ᦤ取後

r=-0.493㸧だけに᭷意な㈇の┦㛵㛵ಀをㄆめた。 

䛆⪃ᐹ䛇 

 ᭱㏆の◊✲によれば᭦年期ዪ性だけでなくⱝ年ዪ

性も෭え症でᝎࢇでいることが᫂らかになっており、

大࿴らはዪᏊ大学生 528名中 301名の 57㸣が෭え症

をッえ、その中でも෭え症状によってᐷつけない者 

が 70.4㸣Ꮡᅾしていると報࿌している 3) 9)。ᡃࠎは

ዪᏊ大学生を対㇟に෭え㉁問紙を用いてㄪ査を行な

ったが、クロࣞࣛᦤ取前のᖹᆒ点ᩘが඲⿕験者で 50

点中 31.5±7.2点、また㔜度෭え⩌で 36.7±2.7点

となり過ཤの◊✲と同様にⱝ年ዪ性が෭え症状を⮬

ぬしていることを確ㄆした。 

௒ᅇの⿕験者は඲員が෭えを感ࡌるዪᏊ大生であ

ったが、㍍度෭え⩌が BFP で㍍⫧‶ࣞ࣋ルであった

ことを㝖き BMI、BMRඹに標準್、඲⿕験者と㔜度෭

え⩌が BMI、BFP、BMRの඲てで標準್であった 10) 11)。

このことは、過ཤのⱝ年ዪ性を対㇟とした෭え症の

◊✲でも BMI などが標準್であることが多く 4) 9)ⱝ

年ዪ性が෭え症であることをయᆺ的な≉ᚩからุ別

することは㞴しいことを♧၀する。しかし、2 ⩌間

の比較において BMI、BFP、BMR はクロࣞࣛᦤ取前と

ᦤ取後ඹに㔜度෭え⩌が᭷意にప್であったことや

෭え㉁問紙と㈇の┦㛵㛵ಀがㄆめられたことから、 
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ए年女性のྫྷえ঱における関࿈Ҽ子のݕ౼とクロレϥઁऔの効果

8#$ は、重度ྫྷえ܈が༗ҙに௿஋であった。
5�$IP はए年者のංຬとコレステロールに関する研
究で #.* と #'1 との間に正の૬関があり1�）、今回
の結果も重度ྫྷえ܈の #.* と #'1 が༗ҙに௿஋で
あったことに൐ったมԽがあることがߟえΒれる。
また、ࣉ୔Βはए年女性を対৅にશ਎ے֨ࠎ཰によ

る食後݂౶஋ม動を調΂ており、શ਎ے֨ࠎ཰が௿
いとମࢷ๱཰とともに݂౶஋がߴ஋をࣔしたこと報
告している1�）。これを参ߟにすれ͹ܰ度ྫྷえ܈は
#'1 がܰංຬレϕルであったことかΒے֨ࠎ཰が
௿く (6- がߴ஋となり、ٯに重度ྫྷえ܈の (6-
は௿஋をࣔしたՄ能性がߟえΒれる。8#$ につい
てはશ被ݧ者のྫྷえ঱状との૬関෼ੳにおいても݂
ӷ生Խ学ݕ査߲໨の中で限定తにڧい૬関がݟΒれ
ている。ྫྷえ঱の研究でମ重との関࿈は多く֬認で
きるがന݂球มԽを൐͏ものは๡しく、今回の研究
結果はڵຯਂいものであるとߟえる。/JTIJEB Βに
よれ͹1�ʙ3ࡀ�の女性�12ਓにおいて2�代と3�代の
௿ମ重の女性のリンύ球਺はݮগしており1�）、また
ผの研究ではංຬ者の 8#$ は૿Ճ޲܏にあった1�）。
本研究でもܰ度ྫྷえ܈のମ重が1�LH Ҏ上重く、
#'1 がܰංຬレϕル、さΒにྫྷえ質໰ࢴとମ重、
#.*、#'1 がෛの૬関関係にあることかΒ 8#$
は２܈間の༗ҙࠩにՃえྫྷえ質໰ࢴとの૬関をࣔし
たՄ能性がߟえΒれる。8#$ のมԽは、աڈのྫྷ
え঱に関する研究では֬認できͣ、今回の結果でಛ
௃తなものであったが、ංຬをؚめたମ重มԽと関
࿈がڧいためಠ立もしくはංຬに෇ਵしたࢦඪとな
るのか回ؼ෼ੳをؚめたߋなるݕ౼がඞ要である。
　自཯神ػܦ能についてߴ田Βによれ͹ -'�)' は
自཯神ܦ活動のバϥンスのࢦඪとされ、非ৗに҆੩
な状ଶでは2��よりখさいとされていることかΒ̔）、
今回の結果はݕ査時のશ被ݧ者、２܈ともに҆੩な
状ଶであったとߟえΒれる。また２܈間のൺֱにお
いてクロレϥ෰用લの -'�)' は、ྫྷえのఔ度がڧ
い΄ど҆੩な状ଶであったと解ऍされた。それに൐
い຺ഥと݂ѹはクロレϥઁऔલ後ともにશ被ݧ者と
間のൺֱにおいて຺ഥ܈で正ৗൣғであり、２܈２
はクロレϥઁऔ後の重度ྫྷえ܈で༗ҙに௿஋であっ

෭え症状が㔜度である࡯どప್になることが考えら

れた。またこの結果は、多くの◊✲でⱝ年ዪ性にお

ける෭え症者の BMIが標準್の⠊ᅖでప್であった 

こと 3) 9) 12)、ᡂ⇍期ዪ性における෭え症者の BFP、BMR

もప್であったこと 13)に㢮ఝしていた。 

⾑ᾮ生໬学᳨査結果は඲⿕験者と 2 ⩌において඲
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しく、௒ᅇの◊✲結果は⯆味深いものであると考え
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ᑡしており 16)、また別の◊✲では⫧‶者の WBCはቑ

加ഴྥにあった 17)。ᮏ◊✲でも㍍度෭え⩌のయ㔜が
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九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

たことかΒ自཯神ܦとの関࿈性が࢕えた。しかしク
ロレϥઁऔલでは༗ҙࠩがなくྫྷえ質໰ࢴとの૬関
෼ੳにおいても໌Βかな関࿈は๡しかったためਪଌ
のҬをग़ない。ඌܗΒのए年健ৗ女性を対৅とした
ྫྷえに関する報告において -'�)' はަ感神ܦ活動
のࢦඪとしてྫྷえ܈で༗ҙなߴ஋をࣔしたが、݂ѹ
はྫྷえ঱܈がߴめであったものの༗ҙࠩは認めΒれ
ておΒͣ1�）また、他のए年女性を対৅とした研
究３）1�）でも自཯神ܦやそれに൐͏຺ഥ、݂ѹのมԽ
に͹Βつきがある。今回のզ々の結果も౿まえए年
者では৺ഏػ能౳の代ঈ能力がߴく、自཯神ܦをؚ
めた݂ѹや຺ഥに対するྫྷえ঱へのӨڹが൓өされ
にくいのではないかとߟえΒれた。
　αーϞάϥϑィーは２܈間のൺֱや૬関について
活ܦΒがަ感神ܗຯਂいมԽは認めなかった。ඌڵ
動のۓுが຤ধの݂؅収ॖをऒىさͤ、ྫྷえ঱者は
҆੩時にطに຤ধの݂ྲྀো֐がىき଍᪇のԹ度を௿
下さͤることをࣔࠦしているが1�）、αーϞάϥ
ϑィーの結果もલड़の自཯神ػܦ能の結果に൐い２
のൺֱやྫྷえ঱状の૬関でも༏位なࠩを認めな܈
かったとߟえる。また定ํΒのྫྷえ঱女性のൽෘԹ
の研究では各෦位のൽෘԹを健ৗ者とൺֱしたが手
෦は༗ҙࠩがなく、下଼෦と଍෦は༗ҙࠩを認め、
も଍෦が著໌であったとしている2�）。このことか࠷
Β今回のଌ定෦位は手ࢦであったためにे෼なԹ度
มԽをとΒえることが೉しかった఺も要Ҽであると
。えるߟ
　今回、ྫྷえ঱に対して食品であるクロレϥの効果
をݕ౼したが、શ被ݧ者ではମ重と #.*、重度ྫྷ
え܈では #.* と #'1、ܰ度ྫྷえ܈では #.3 が෰
用લ後で૿Ճした。๛૿Βの研究ではຫ性తにফԽ
のෆ調をૌえる女子大生を対৅にクロレϥをઁऔث
することでศൿなどをؚめたফԽث঱状のܰݮを認
めており̒）、クロレϥによるফԽثへのӨڹが食ཉ
などをߴめମ重や #.* などの૿Ճにܨがったとਪ
ଌされた。今回もؚめաڈの研究でもྫྷえ঱と
#.* の関࿈はڧく、ྫྷえ঱では௿஋をࣔす޲܏に
ある。つまりクロレϥのফԽثへの効果により
#.* が૿Ճすれ͹間઀తにྫྷえ঱のվળがظ଴で
きる。またクロレϥはアンδΦテンシンม߬׵ૉの
用すること21）やクロレϥがΧロテϊイυ౳࡞に֐્
を多くؚむことかΒ݂ߴѹϥοトの݂ѹվળ効果が
Βれたとする報告がある22）。しかし、݂ѹではクݟ

ロレϥઁऔલ後のൺֱで拡ு݂ظѹが重度ྫྷえ܈で
༗ҙに௿下したが、それҎ֎には໌Βかな効果を認
めることはできなかった。手ࢦԹ度はྫྷਫෛՙલの
શ被ݧ者と重度ྫྷえ܈、ෛՙ௚後のશ被ݧ者と２܈
がશてにおいてઁऔલにൺ΂ઁऔ後が༗ҙに௿下し
クロレϥの効果は認めΒれなかった。これまでにク
ロレϥを用いて効果が認めΒれた研究は̔ि間Ҏ上
のઁऔが多く、̑ϲ月間のઁऔを行ったものもあ
る23）。αϓリϝントはༀࡎのよ͏に਎ମに著໌なม
Խをࣔすことが೉しく長ظ෰用をඞ要とすること、
またए年者がྸߴ者などにൺ΂਎ମ૊৫・׭ثの༧
備能力がߴく効果がදग़され೉くいため、今回はઁ
औظ間を̒ि間としたが、さΒに長ظのઁऔを行っ
た場߹の効果をݕ౼するඞ要がある。

ʲ݁ޠʳ

　今回、ए年女性のᶃྫྷえ঱のఔ度と生理学ࢦඪの
関係、ᶄྫྷえ঱の関࿈Ҽ子、ߋにᶅクロレϥを用い
たྫྷえ঱への効果をݕ౼することを໨తとした。そ
の結果、ྫྷえ঱は年ྸに関係なくए年女性において
もग़ݱする໰୊であることが理解でき、ए年女性は
#.* などがඪ準஋であることが多くྫྷえ঱がある
ことをମ型తなಛ௃かΒ൑ผすることは೉しいとߟ
えΒれた。またྫྷえ঱状が重度であるఔ #.*、
#'1、#.3 の஋が௿い޲܏にあること、さΒにそ
れに関࿈して 5�$IP、(6- をؚめ 8#$ がྫྷえ঱
状をݕ౼する上でྀߟす΂きࢦඪとなるՄ能性が࢕
えた。しかし、自཯神ػܦ能、αーϞάϥϑィーと
ྫྷえ঱との関࿈はݟग़ͤͣ実ํࢪ法などが今後の՝
୊となった。
　クロレϥの効果についてはମ重と #.*、#'1、
#.3 が෰用લ後で૿Ճ޲܏にありクロレϥによる
ফԽثへのӨڹが食ཉなどをߴめମ重や #.* など
の૿ՃにܨがったとߟえたがਪଌのҬをग़ていない。
　今回の研究は対র܈をઃ定していないこと、また
લड़したよ͏に౷ܭ෼ੳがަ࡞ޓ用をྀߟされてい
ないことかΒ今後の研究によってより໌֬な結果に
。えるߟげていきたいとܨ

ʲ文ݙʳ

̍）後山尚ٱɽྫྷえ঱のපଶのྟচత解ੳと対応ʵ
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ए年女性のྫྷえ঱における関࿈Ҽ子のݕ౼とクロレϥઁऔの効果

ྫྷえ঱はいかなるපଶかɽそして治療できるの
かɽҩ学のาΈɽ2���Ă21�ï11ð���2���2��

２）中໺߂一ྫྷえ性女性֎来診療マχュアルʵ঱
状・঱ީかΒ診断・治療へʵ්ਓ科編්࢈ਓ科
治療ɽ2���Ă��ïôð���������

３）ۙ౻౧子ɼࣰ原ͻとΈɽ女子大学生のྫྷえ঱と
月ܦਵ൐঱状および自཯神ܦ活動との関࿈ɽळ
田大学大学Ӄҩ学ܥ研究科保健学ઐ߈紀要ɽ
2�1�Ă2�ï2ð��11��12��

４）　大和޹子ɼ੨ๆ正༟ɽ女子大学生におけるྫྷ
え঱と਎ମ状況および生活ڥ؀との関࿈ɽ総߹
����������診ɽ2��2Ă2�ï�ðݕ

̑）�中ౡޫ޷ɽώトにおけるクロレϥ・ϒルΨリス
̚ô2�の࿈ଓ投༩による҆શ性ݧࢼɽૅجとྟ
চɽ1���Ă2�ï12ð��3���3�3�

̒）๛૿ޭ࣍ɼ徳田ஐ代ɼؠӬ໊ԝɼᖛ田ޗܒɼ۾
本正一࿠ɽফԽ؅ 20- ෆ調をૌえる女子学生
へのαϓリϝントʮリηοト美活ʯ投༩へのӨ
����ɽༀ理と治療ɽ2���Ă3�ï11ð��1��1�1ڹ

̓）5BLFBLJ�5BLFVDIJ
�.VUTVIJSP�/BLBP
�.JDIJUBLB�
,PIOP
�.JOPSV�)BUBOP
�.BTBOPSJ�/JJNJ
�&JKJ�:BOP��
%FWFMPQNFOU�PG�B�RVFTUJPOOBJSF�UP�BTTFTT� b)JF`�
TZNQUPNT�VTJOH�BO�FWJEFODF�CBTFE�BOBMZTJT��
&OWJSPO�)FBMUI�1SFW�.FE��2���Ă13��33�r3���

夫ɼۚ山Ѫɽ৺ഥม動प೾਺װ田ߴ田੖子ɼߴ（̔
解ੳの -' 成෼・)' 成෼と৺ഥม動係਺のҙ
ٛɽ総߹健診ɽ2���Ă32ï�ð�������12�

̕）山Ԧؙ༃子ɼळ山ོɼপ৲޾඙ɼࣉඌ఩ɼ和田
੓༟ɽए年女性のྫྷえと食および生活習׳との
関࿈ɽ೔本食生活学会ࢽɽ2�1�Ă2�ï�ð��1���2���

1�）厚生࿑ಇল（令和ù年ø月21೔）ɽ೔本ਓの食ࣄ
ઁऔج準（2�2�年൛）ʯࡦ定ݕ౼会報告ॻɽ厚
生࿑ಇলϗーϜϖーδɽ

� IUUQT���XXX�NIMX�HP�KQ�TUG�OFXQBHF@���1��
IUNM（2�21年�月1�೔Ӿཡ）

11）೔本ංຬ学会編集委員会編ɽංຬ・ංຬ঱のࢦ
ಋマχュアル（第２൛）ɽ౦ژɿҩ歯ༀग़
൛ʀ2��1��1��

12）౻田ެ和ɼ໺中ষਉɼՃ౻౉ɼ੕໺लथɼՃ౻�
恵子ɼ大ౡതਓɼࣉ田ହਓɼࠇ༄३ɼ࿬ࡔ康
඙ɽए年女性のྫྷえ感と਎ମಛ性、生活習׳と
の関࿈性についてɽスポーツ健康科学研究ɽ�
2�1�Ă3���1��2��

13）౉ᬑ஌Ղ子ɽ成ख़ظ女性のྫྷえ঱の実ଶɿମԹ、
ྫྷえ঱の自֮、༧๷対ࡦのࢹ఺かΒの෼ੳɽ　
೔本฼子看護学会ࢽɽ2�1�Ă1�ï2ð��11�21�

1�）�ਗ਼ਫ美生ɼੴ川༤一ɼ中੢ହ߂ɼ౔ҪՃ௡子ɼ
Ҫ上ࡾઍੈɼ໺࡚߳໺ɼ໼本美子ɼന川୎ɼُ
໺༃࿠ɽए年健康者におけるංຬと総コレステ
ロール஋との関係ɽ神ށ大学ҩ学෦保健学科紀
要ɽ1���Ă11��1��21�

ɽए年女性のମ֨が食後޺ګ୔なお子ɼ໦下ࣉ�（�1
݂౶஋ม動にٴ΅すӨڹɽۚ୔大学ਓ間科学ܥ
研究紀要ɽ2�1�Ă1���2�����

1�）�5PNPLP� /JTIJEB
� )JTBUBLB� 4BLBLJCBSB�
"TTPDJBUJPO� FUXFFO� VOEFSXFJHIU� BOE� MPX�
MZNQIPDZUF � DPVOU � BT � BO � JOE JDB UPS � P G�
NBMOVUSJUJPO� JO� +BQBOFTF�XPNFO�� +PVSOBM� PG�
8PNFO`T�)FBMUI��2�1�Ă1�ï�ð��13����3�

1�）新Ҫढ़඙ɽංຬ度、#.* およびମࢷ๱཰の各
छ࣬ױとの૬関によるݥةҼ子としてのධ
Ձɽ健康ҩ学ɽ1���Ă1�ï2ð��1���1�3�

1�）ඌܗ༏ɼۚ子健ଠ࿠ɼ後౻ܚଠɼՏ໺かおりɼ山
本ਅઍ子ɽྫྷえ঱の生理学తϝΧχζϜについて
ʵ॥؀動ଶおよび自཯神ܦ活動ࢦඪによるධՁ
ʵɽ೔本看護ٕज़学会ࢽɽ2�1�Ă1�ï3ð��22��23�

にݧࢼ׵ɼ৿ӳढ़ɽମ位ม࢙ߒ下ٱ口ढ़二ɼࡔ（�1
よ る ए 年 女 性 ྫྷ え ঱ 者 の 自 ཯ 神 ܦ ػ
能ɽ#JPNFEJDBM�5IFSNPMPHZ��2�13Ă32ï2ð������2�

2�）定ํ美恵子ɼࠤ౻ӻɼࠤ山ޫ子ɽ中性Թ度ڥ؀
下におけるྫྷえ঱女性のൽෘԹ　ൽෘԹಛ性と
൑断ࢦඪとなるଌ定෦位のݕ౼ɽ#JPNFEJDBM�
5IFSNPMPHZ��2���Ă2�ï1ð��1���

ɼ和田࡞良健ߴ੣ɼౡ田΄しのɼ๺本大ɼڮߴ（21
΅ٴѹ自વ発঱ϥοトの݂ѹ上ঢに݂ߴ二ɽߒ
すリポιーϜԽクロレϥエΩスのӨڹɽ೔本食
品科学工学会ࢽɼ2���Ă��ï11ð����3����

22）4BOTBXB�)�
5BLBIBTIJ�.�
5TVDIJLVSB�4�
&OEP�
)��&⒎FDU�PG�$IMPSFMMB�BOE�JUT�GSBDUJPOT�PO�CMPPE�
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Investigation of factors related to Hie (cold sensitivity) and the effect of 
chlorella intake on young women feeling cold

Hirotaka Okada1, Toyomasu Koji2

1 Kyushu University of Nursing and Welfare
2 Shinkoga Hospital

ʲAbstractʳ
  This Japanese describe chronic coldness as “Hie.” In recent years, not only menopausal women but also young women have 

been restricted in their daily lives due to Hie. However, the cause has not been clarified. Therefore, we investigated the 

relationship between Hie, physiological indicators, and the effect of supplements for Hie using chlorella in young women. 

Nineteen female college students with Hie were classi�ed into two groups, mild cold and severe cold, based on the total score 

of the cold questionnaire. Each test item was compared between the groups. We also performed a correlation analysis between 

the scores on the cold questionnaire and the measured values of each test. The measured values of each test were compared 

before and after ingesting chlorella. The questionnaire scores were high in all subjects. In addition to the fact that BMI(body 

mass index) , BFP(body fat percentage) , and BMR(basal metabolic rate) tend to be lower as the sensitivity to coldness 

increases, it is suggested that total cholesterol, glucose, and leukocytes may be indicators to be considered when examining the 

symptoms of coldness. It was speculated that chlorella may increase appetite and increase body weight, BMI, BFP, and BMR 

by acting on the digestive system.
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